
 

 

  

 

地域ケア個別会議運営の手引き 
～自宅でくらす会議（支援困難事例等）編～ 
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１ 自宅でくらす会議（地域ケア個別会議）について 

1 自宅でくらす会議とは 

（１）目的 

    自宅でくらす会議は、介護保険法１１５条の４８に定義される「会議（地域ケア

会議）」のうち、個別事例の課題検討を目的とした「地域ケア個別会議」に位置づけ

られるものです。 

    この会議は、高齢者等個人が抱える課題への対応を本人や家族、担当する介護支

援専門員等、サービス提供事業所、社会福祉協議会や障がい者基幹相談・相談支援

センター等の関係機関、民生委員、自治会長、近隣住民や商店等、対象者本人を取

り巻く地域関係者の参加によって、さまざまな視点から支援の在り方を検討し、対

象者本人への支援を円滑に行うことを目的としています。そして、誰もが住み慣れ

た地域で安心して暮らしていくことができるようにするための会議です。 

 

（２）日光市の現状 

    令和３年（２０２１）年４月１日現在の人口は７９，８２０人、高齢化率は３５．

７％となっています。人口が減少となる一方で、高齢者人口の割合は年々増加して

おり、令和７年（２０２５）には高齢化率が３８．１％になるとされています。   

また、要介護認定を受けた高齢者のうち、日常生活で何らかの支援が必要とされ 

る認知症日常生活自立度Ⅱ以上の人は、継続的に増加していることが分かります。 

このような現状から、さらに今後、支援が必要な高齢者の増加が予測されます。 

そのため、支援が必要な高齢者に対する個別ケースの検討の場として、自宅でくら 

す会議の活用を推進していきます。 

 

⼈⼝と⾼齢化率の推移 
 

 

資料︓住⺠基本台帳（各年 10 月 1 日）、2017（平成 29）年以降は推計値 
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要介護度別認知症日常⽣活⾃⽴度Ⅱ以上                 （出典︓第７期日光市介護保険事業計画） 

 

 

（３）期待する効果 

    自宅でくらす会議は、支援が必要な高齢者等への適切な支援を行うための検討を

多様な関係者で行うとともに、個別ケースの支援に対する検討によって共有された

地域課題について、新たに「地域づくり」や「政策形成」に結びつけていくことに

より、地域包括ケアシステムの推進を進めていくことにもつながります。 

 

 

2 対象者 

（１）在宅生活をする上で、困難な状況に置かれている高齢者等 

 （２）居宅介護支援事業所の介護支援専門員が抱える支援困難事例等 

 （３）対象者を取り巻く多様な関係者が、個別ケースの支援について共有や検討が必要

な事例等 
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3 フローチャート 

   自宅でくらす会議の大きな流れは次のとおりです。 

   また、注意すべき事項については、項目ごとにポイントを示します。 

 
地域型 

地域包括支援センター 

対象ケースの担当者 

（介護支援専門員等） 

対象者本人およびご家族 

その他関係者 

日光市 

（高齢福祉課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自宅でくらす会議の実施手順 

1 相談および受付 

   自宅でくらす会議実施にあたり、対象ケースの担当者は、対象ケースを管轄する地

域型地域包括支援センターへ相談を行います。 

   相談があった場合、地域型地域包括支援センターは、相談を受け付けます。 

 

 

2 対象ケースの課題整理 

   対象ケースの担当者（地域型地域包括支援センターも含む）と地域型地域包括支援

センターにおいて、自宅でくらす会議を実施するにあたり、課題の整理を行うととも

に会議開催に向け、資料作成のための論点を明確にし、焦点化を行います。 

地域ケア推進会議 

相談 受付 

対象ケースの課題整理等 

参加依頼（日程調整） 

会議資料の作成依頼 会議資料の作成 

会議資料の内容確認（進行の事前打合） 

自宅でくらす会議の開催 

会議録の作成 

地域課題の整理 

日常生活圏域ケア会議 
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3 参加者の決定および出席依頼（開催日程の調整を含む） 

   この会議は、高齢者等の個人が抱える課題への対応や支援方法を検討するものです。

そのため、対象者本人やそのご家族、担当する介護支援専門員等、サービス提供事業

所、社会福祉協議会や障がい者基幹相談・相談支援センター等の関係機関、民生委員、

自治会長、近隣住民や商店等、対象者本人を取り巻く環境における地域の方々の参加

が必要になります。 

   参加の依頼にあたっては、前述で整理した論点に基づき、会議に必要とされる方々

への会議参加依頼を行います。想定される参加者は、高齢者等の対象者へ関わる関係

者及び地域で関係する方全ての参加が必要となるものではなく、会議内容に即した検

討が行われるように、対象ケースの担当者（地域型地域包括支援センターも含む）と

会議の主催者（地域型地域包括支援センター）が協議し、参加者を決定します。 

   会議の参加にあたって、会議出席のための依頼通知が必要な場合には、個別に通知

文の作成を行います。 

   ※出席のための通知文については、「３．様式集」を活用してください。 

 

※参加者（一例） 

 ○ 対象者本人及びそのご家族 

 ○ 対象者を担当する介護支援専門員（もしくは地域包括支援センター） 

 ○ サービス事業所 

 ○ 民生委員 

 ○ 自治会長 

 ○ 警察(対象者本人の近隣交番や駐在所など) 

 ○ 地域住民 

 〇 商店（本人が利用する商店やコンビニ、スーパー（店員））等 

 ○ 成年後見人等（後見人・保佐人・補助人） 

 ○ 市社会福祉協議会（ＣＳＷ・ＳＣやあすてらす担当） 

 ○ 地区担当保健師（市健康課） 

 ○ 障がい者基幹相談支援・相談支援センター 

 ○ 市家庭児童相談室等 

 

 

4 会議資料の作成 

   会議開催に向け、地域型地域包括支援センターは、対象ケースの担当者（地域型地

域包括支援センターも含む）へ会議当日使用する資料の作成を依頼します。 

   対象ケースの担当者（地域型地域包括支援センターも含む）は、「自宅でくらす会議」

に使用する会議資料を作成します。 

   ※様式は、様式集を参照してください。 

    →様式：「自宅でくらす会議 検討シート」 
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5 会議資料の内容確認（進行の事前打合） 

   対象ケースの担当者（地域型地域包括支援センターも含む）と当日の進行を行う司

会者（地域型地域包括支援センター）は、作成した会議資料（「自宅でくらす会議」検

討シート）を基に、前述で整理した論点に基づき、会議当日の検討が円滑に行われる

よう確認を行います。 

 

 

6 自宅でくらす会議の開催 

   会議当日の流れは、以下のとおりです（標準的な流れ）。 

 

項目 担当・役割 所要時間 実施事項 

開 会 
司会者（地域型地域包

括支援センター） 
１～３分 資料の確認・趣旨説明 

 

事例提出者（対象ケー

スの担当者） 
  ５分 

概要説明 

（検討シートに沿って説明する） 

司会者（地域型地域包

括支援センター） 

６０分 

程度 

① 対象者本人についての情報共有 

② 参加者等が既に支援していることや、

今後何ができるかについて検討する。 

③ 役割分担など 

④ 今後の連絡体制など 

まとめ 
司会者（地域型地域包

括支援センター） 
２～４分 会議内容の整理および検討結果の確認 

閉 会 
司会者（地域型地域包

括支援センター） 
２～３分 次回の予定の確認など 

 

 

7 会議録の作成 

   「自宅でくらす会議」終了後、主催者である地域型地域包括支援センターは、「自宅

でくらす会議」検討シートのまとめを行います。 

   また、「自宅でくらす会議」検討シートのまとめ作業の終了後は、「自宅でくらす会

議」検討シートを日光市高齢福祉課（基幹型地域包括支援センター）へ提出します。 
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8 地域課題の整理（地域レベル・市域レベルの地域ケア会議へも目を向けた活動） 

   「自宅でくらす会議」における協議・検討は、地域ケア会議の全体的な機能の中で

も、「個別課題解決機能」を発揮するものとなります。 

   そのため、多くの「自宅でくらす会議」における協議・検討を地域の中で積み重ね

ていくことにより、地域課題についても蓄積されていくこととなります。また、地域

課題の蓄積について、整理を行うことにより、地域における共通性・類似性のある地

域課題が見えてきます。 

   地域課題については、地域レベルの地域ケア会議に位置付けられる、「日常生活圏域

ケア会議（地域でくらす会議）」においても共有することが必須となります。 

   地域レベルの地域ケア会議である「日常生活圏域ケア会議（地域でくらす会議）」の

運用についての詳細はここでは触れませんが、「日常生活圏域ケア会議（地域でくらす

会議）」においても「自宅でくらす会議」で蓄積された地域課題に対する共有や協議、

検討を深め、日常の地域活動、相談支援等にも活かしていくこととなります。 

   また、地域課題の中でも、市レベルでの課題（行政課題）となるものについては、

市レベルの地域ケア会議となる「日光市地域ケア推進会議」への報告により、政策形

成のための検討を行うこととなります。 

   「自宅でくらす会議」は、個別の支援に関わる協議の場ですが、単に個別課題解決

のみに視点を置くだけでなく、地域ケア会議の機能として求められる「地域課題発見

機能」や「地域づくり・資源開発機能」および「政策形成機能」をイメージし、幅広い

視野で会議の運営を行っていくことも求められます。 

 

 

9 地域ケア会議における個人情報保護 

   地域ケア会議は、支援が必要な高齢者等への適切な支援を行うための検討を様々な

関係者で行います。そのため、個人情報保護及びその取り扱いについては、介護保険

法１１５条の４８第５項において、「会議の事務に従事する者又は従事していた者

は、正当な理由がなく、会議の事務に関して知りえた秘密を漏らしてはならない」と

定められています。 

 

 

３ 様式集 

 （１）自宅でくらす会議 次第・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．９ 

 （２）自宅でくらす会議目的、会議の進め方、お願い・・・・・・・・・・・Ｐ．11 

 （３）自宅でくらす会議検討シート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．13 

 （４）自宅でくらす会議出席依頼文参考様式・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．17 
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